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答えのない時代の生き方

月刊誌「致知」3月 号に成毛員氏のコラム「アマゾンはなぜ圧倒的に強いの

か (答えのない時代の生き方戦略)」 があつた。

いまや私たちは誰もがアマゾンと無関係に暮すことはできない。1995年 に

沿J業、「地球上で最も豊富な品揃え」をスローガンに急成長。当初はオンライ
ンの書籍販売からはじまり、今では靴や服、日用品、DVD、 オフィスの事務用

品、さらに生鮮食品を取り扱つている。

桁外れの品揃えを可能にしているサービスが、アマゾン以外の外部事業者
が商品を出品する「マーケットプレイス」。マーケットプレイスで取り扱っている

商品は、アマゾン直販の品数の30倍以上、約3億5千品日以上に上る。アマ

ゾンに出品する中小企業へ倉庫や在庫管理、決済、配送、カスタマサービス

など様々なインフラサービスをアマゾンが代行する。マーケットプレイスに出
品してどんどん成長している中小企業は少なくない。

アマゾンは採算を度外視してでも、超大型の物流倉庫や小売店建設、新

規事業に毎年巨額の資金を投資し続け、シェアを拡大してきた。日々凄まじ
いスピードで発展・拡大を続けるアマゾンのような超巨大企業と同じ土俵で

戦っても、勝つのは非常に難しい。

日本人は、日本にしかない世界に通用する独自の価値にもっと目を向け、

徹底して追及していく方が、将来性がある。例えば、日本には茶道や華道、
弓道や古武道など日本でしか学ぶことができない独自の文化がある。

一定の答えが通用する時代は過去のもの。これと決めたらとにかく片手間
ではなく、ざっくり「三千時間」を費やしてみる。答えのない中で、どう行動す
べきか、自分はどこに特化すべきかを考え、そこに三千時間を費やし、自分
にしかできない独自の価値を身につける人がこれからの時代に求められる人。

勝算なきは戦わず。戦わずして勝つ。勝ちやすきに勝つ。それが独自の価

値。見つけるにも時間がかかる。強みに磨きかけるにも時間がかかる。ざっと
三千時間。簡単には手に入らない。だから生き残れる。

2月 6日 付、日経新間に「鶏卵輸出5割増」という記事。

鶏卵の輸出量が過去最高を更新。財務省の貿易統計によると2018年の殻
付き卵の輸出量は5887ト ン。過去最高だった17年に比べて5割増加。

訪日客の増加や海外で和食料理店が人気を集めるようになり、鶏卵の生
食文化が広まつてきた。

すき焼きに用いる生卵やラーメンの トッピングの半熟卵などが海外でも
食べられるようになり需要が急増。 日本食レス トランの海外の店舗数は17
年に約118万店と4年で倍以上になった。
日本の鶏卵は衛生基準が厳しく、生や半熟で食することができる。一方、
海外の卵は加熱しなければ食中毒のリスクが高く加熱処理を前提とする。
859号に「TKGJ(卵かけご飯)力 訪` 日客に人気。更に日本食に必要な
緑茶や日本酒も輸出が伸びている。日本の伝統食品が車に変わる輸出商品
になる日も近い。ある意味で日本の逆襲である。

他人の世話になり人の織に車つ、
生きるとは、互いに協力しあうことで成 り立っているのです。
「お互いさま」なのです。

生きることは他人の世話になることであり、

自分も人の役に立っていることです。

そこがはつきりわかっていれば、

成功をおさめることができます。

「ブッダの教え一日―話」(PHP研究所/アルボムッレロスマナサーラ)より
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